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要約  

・ COVID-19 パンデミック中、運動を主体とした心臓リハビリテーション

（心リハ）サービスが継続されたか？、また、在宅心リハを提供するた

めにテクノロジーがどのように活用されたか？につきオンラインにて

調査された（2020 年6 月2 日から 7 月31 日まで）。 

・ 主要アウトカムは、運動を主体とした心リハを提供し続けたプログラ

ムの割合、および在宅ベースの心リハを提供するために使用された

テクノロジーであった。全330 回答中89.7％が英国からであった（日

本2.4％、オーストラリア 1.2％、米国1.2％、アイルランド 1.2％、そし

て、ジブラルタル、インド、南アフリカ、スペイン、各0.6％など）。 

・ 全回答者の 49.3％が、心リハ中断を余儀なくされた。継続したプログ

ラムのうち、25.8％が COVID-19 パンデミックの前にテクノロジーを

活用していた（テクノロジーは COVID-19 パンデミック後19 日以内

に活用）。 全体の 48.8％において、高リスク患者には、心リハは施行

されていなかった。電話が心リハ提供のために最も活用されていた

（一部の施設では電話会議などの高度技術を活用）。 

・ テクノロジーの活用は有望である。しかし、特定の患者グループの

除外とプログラムの一時停止は、臨床症状を悪化させ、入院を増や

す可能性がある。高リスク患者への運動支援に関する安全上の懸念

に対処することに焦点を当てた、更なる改善が必要である。 


